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1 はじめに

近年，情報技術者教育の一環としてソフトウェア開

発を題材とした PBL(Project Based Learning)が重要

視されている [1]．PBLとは学生に産業界の実務に近い

ソフトウェア開発プロジェクトを疑似体験させ主体的

な学習機会を提供し，開発技術だけでなくプロジェク

トマネジメントやコミュニケーション力など総合的な

学習を行う教育手法である．しかし，一方で学生主体

によるプロジェクトの運用や，それを監視する教員の

負担が大きい事から実施が容易でない問題が存在する．

本稿ではPBLにおける問題改善による教育効果の向

上を目標とする．そこで，まずチケット駆動開発によ

る開発情報の収集と情報共有の手法を示し，その後チ

ケット分析システムによる PBL支援手法を提案する．

2 PBLへのチケット駆動開発の導入

2.1 PBL簡易化のためのチケット駆動開発の導入

PBLは総合的な学習が行える一方で，学生の経験不

足からプロジェクトの問題と原因の発見が難しく，ま

たプロジェクトや成果物以外に個々の学生の開発を監

視する教員の負担が大きい点から実施が難しい問題が

存在する．上記の問題に対しチケット駆動開発の導入

によるタスク情報収集と情報共有が試みられてきた [2]．

チケット駆動開発とは開発者が行う作業をチケット

と呼ばれる単位に分けて開発を行うソフトウェア開発

手法の一つである．チケット 1件分の作業は各開発工

程において 1人の開発者が短時間で行える粒度まで分

割され，チケットの内容を収集することで開発者や成

果物単位のタスク管理と情報共有が容易になる．
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2.2 チケット駆動開発による教育支援

チケット駆動開発はチケットに含まれる情報を収集

することで，チケットを利用した品質改善 [3]や開発者

単位の作業量やバグ発生数の解析が行える．

そこで，本研究では PBLにおいて，チケット駆動開

発の特性を利用したプロジェクト中の問題の検出によ

る，学生の振り返りによる問題解決学習の支援を行う．

3 問題検出の為のチケット情報分析システム

本研究はチケット情報分析システムTicketViewerに

よるプロジェクト中の問題の検出を行う．TicketViewer

を利用した PBLの構成を図 1に示す．PBLを行う学

生は作業を既存チケット管理システムTracに登録し開

発を行う．チケットはマイルストーンと呼ばれるプロ

ジェクトの目標を分割した小目標毎に登録され，学生

はマイルストーン毎に登録したチケットに着手して消

化する事で開発を進める．

教員は Trac上のチケットや，TicketViewerにて取

得・分析された学生の開発状況を監視しプロジェクトや

開発の問題点を学生にフィードバックすることで，学

生の問題発見と改善による学習を支援する．

図 1: TicketViewerを利用した PBL
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3.1 プロジェクト中の問題の検出

本研究では登録されたチケットからプロジェクト中

の問題を検出する事を目的としており，プロジェクト

中は以下の内容を監視し，問題を検出する．

・チケットの内容と状態

プロジェクトに対し必要な作業がチケットとして

登録され，正しく終了しているか監視する．

開発作業の正否の判定にはチケットの内容の確認

の他に，チケットの解決方法を利用する．チケッ

ト駆動開発ではチケットの作業を終了する際，そ

の解決方法を指定する．この解決方法が重複や不

正等の異常な方法で終了したチケットの件数から

問題の発生数を確認する．

・プロジェクトの遅延とその原因

チケット毎の作業時間と，終了していないチケッ

トやバグ・障害に関するチケット数からプロジェ

クトの遅延とその原因を検出する．また，チケッ

トの登録日時から，著しく時間が経過しているチ

ケットを遅延の原因として検出する．

・作業の負荷分散

担当者毎のチケット数やチケット毎の作業時間の

統計から，全ての学生に適切に作業が割り振られ

ているか監視する．

4 ケーススタディ

チケット管理システム Tracと本研究で作成した

TicketViewerを使用してPBLプロジェクトを行い，そ

の結果，数件の問題の検出と，その改善を確認した．

図 2は異常な終了条件のチケットの件数を示したグ

ラフである．正常に終了できなかった主な理由は，作

業自体が不要である，又はチケットに登録された作業

の粒度が粗い事が原因である．更に，これらの問題が

教員のフィードバックによって件数が減少している事

が確認できる．

また，登録から 1週間以上，作業が終了していない

チケットの監視を行った結果，チケットの着手や終了を

忘れる人為的ミスと技術的問題による遅延を検出した．

更に，図 3 は二つのグループのチケットの担当率を

表したグラフであり，一方のグループ (G1)ではプロ

ジェクトの後半で作業に偏りが生じている事が確認で

きる．またもう一方のグループ (G2)では一方の学生

が 2週目でチケットを全て消化しており 3週目以降の

作業が少ない事が確認できる．

図 2: 異常終了チケット件数

図 3: チケット担当件数

5 おわりに

本研究では PBLにおける問題の検出とフィードバッ

クによる改善を行う事ができた．しかしプロジェクト

の前半ではチケット管理システムに関する人為的ミス

が多い事から，今後は学生のチケット管理の負担を軽

減しつつ開発情報を取得する必要がある．
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